
西条市まちづくり市民会議 

平成２８年８月２５日（木）14：00～ 

地域創生センター ３階大研修室 



事業の名称 事業の目的・概要 

1 まちづくり市民会議事業 人口減少問題を克服し、西条市を将来に渡って活力あるまちとするため「西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定する。 

2 フィールド大学事業 
当市と教育・研究交流協定を締結している研究機関等の研究者や学生と地域資源をテーマに交流・連携を深めることで、当市での研究
活動を推進し、大学等研究機関から地元への新しい人の流れを作る。 

3 西条PR事業 当市をPRする動画・テレビ番組をSNS（YOUTUBE）、ケーブルテレビ等を通じて発信することにより、市の魅力をPRする。 

4 雇用促進対策事業 大学進学等で市外・県外に流出した大卒予定等Ｕ・Ｉターン希望者の市内企業への就労機会拡大を目指し、合同企業説明会を開催する。 

5 
ものづくり中小企業等新市場開
拓戦略支援事業 

ものづくり中小企業による国内外での新たな市場開拓に向け、商談会への出展支援や海外新市場開拓の支援を行う。 

6 創業・新事業等創出促進事業 新規創業者や多様な連携により新商品・新サービスの開発、ビジネスモデルの転換等に取組む事業者を支援する。 

7 商店街活性化空き店舗活用事業 商店街空き店舗を活用した新規出店者に対して支援する。 

8 西条ブランド推進事業 生産者や県、日本野菜ソムリエ協会等と連携し、西条の特産品等のPRを行い、産品の知名度向上と販路拡大を支援する。 

9 
地域資源を活用した新商品開発
推進事業 

市内に拠点を有する農林漁業者、中小企業社等が地域資源を活用した新商品の開発等の要する経費の一部を助成する。 
また、アドバイザーを派遣して商品化までのサポートを行う。 

10 物産販売推進事業 大都市圏等におけるイベントや物産展への出展により、市内産品の周知及び販路拡大等を図る。 

11 石鎚国定公園60周年記念事業 
西日本最高峰石鎚山の観光拠点化を目指し、守り継がれてきた石鎚の自然の特色や魅力に触れられる体験型イベント等を実施し、県内
外からの誘客促進を図るとともに、石鎚の魅力発信を図る。 

12 西条サイクリング大会開催事業 県と連携して市外県外から誘客を図るサイクリング大会を開催し、定期的な誘客を望めるイベントを目指す。 

13 観光おもてなし推進事業 当市の「魅力ある観光ルートの確立と情報発信」及び「受入体制の充実」を図る。 

14 保育環境改善事業 
保育園において簡易な防災措置や親子防災教室を開催することで、働く世代における保育環境の満足度向上を図り、安心して働ける環
境をつくる。 

15 5歳児相談事業 切れ目のない子育て支援を図るため、５歳児にアンケートを行い発達障害等を発見し、適切な支援を行う。 

16 幼稚園環境改善事業 
幼稚園において簡易な防災措置や親子防災教室を開催することで、子育て世代における幼児教育環境の満足度向上を図り、安心して働
ける環境をつくる。 

17 
西条市版地域創生のまちづくり
ポータルサイト開設事業 

域外から本市のまちづくりへの関心を高めるとともに、本市の魅力情報発信と各種ブランド化施策の展開に資することを目的にクラウ
ドファンディング機能を柱とした「西条市版地域創生コミュニケーションサイト」を構築する。 

  地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金対象事業 
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地域創生の取組について 
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西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略体系 

◆ 総合6次産業都市の実現 
◆ 企業活動の活性化 
◆ 新規産業の創出 
◆ 産業人材育成・雇用環境の充実 
◆ 商業の振興 
◆ 農林水産業の振興 

 
◆ 観光産業の創出 
◆ 西条の価値や魅力の向上・発信 
◆ 環境資源を活かした地域づくり 
◆ 移住・交流施策の推進 

西条市人口ビジョンにおいて目指すべき将来の方向で定めた4つの基本目標
に基づき、平成27年10月に西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定 

◆ 子どもを産み育てる環境の充実 
◆ 学校教育の充実 

◆ 地域福祉の充実 
◆ 健康づくりの推進 
◆ 医療体制の充実 
◆ 防災・減災対策の強化 
◆ 協働のまちづくりの推進 
◆ 時代の変化に対応した地域づくり 
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～人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市～ 

西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
（概要） 

総合計画人口目標：10年後に112,000人の人口維持を目指します 

現状のままでは 
2060年には 
人口が約7万人
（社人研推計） 
となる見通し 

2040年までに
合計特殊出生率
を現在の1.72
から2.22に上
昇させる 

若年層の流出超
過を1/2に抑制、
その他の世代の
流入超過数を２
倍に増加させる 

2060年に 
約9万6千人の 
人口を確保 
（将来展望） 

基本的考え方 

 子育てに係る多様なニーズに対応し、
子どもを産み育てやすい環境づくりを
進めます。 
 さらに就労の希望を実現できる雇用
環境を創出するとともに、魅力的で暮
らしやすいまちづくりを進めます。 

毎年約550人ずつ人口が減少 

自然減は、約440人/年 
（2010年からの5年平均） 

 

・出生数は減少傾向 
・死亡数は増加傾向 
・合計特殊出生率は1.72 
 （2008～2012年平均） 

 と国・県と比較して 
 高い数値で推移 

社会減は、約110人/年 
（2010年からの5年平均） 

 

・10歳代後半から20歳 
 代前半の世代で流出超  
 過 
・その他の世代では、ほ 
 ぼすべての年代で流入  
 超過 

人口ビジョン（2060年） 

総合戦略（平成27年～31年） 

●政策分野1 産業振興による活力あるまちづくり 

 本市に人を呼び込み、地域活力の創出を図るためには、安定した雇用形態と収入といった、「経済的基盤の
確保」が不可欠であり、若者の地域への定着を図るためにも、魅力ある「しごと」づくりが重要となります。  
 そこで、民間や近隣自治体との連携も図り、様々な角度から産業振興による新たな雇用を創出し、市外から
の新たな人の流れを生み出すことで、「しごと」と「ひと」の好循環を作り出し、持続可能な「まち」の活性
化を図っていくものとして、子どもや若者が明るい未来を描き希望に満ち溢れた「活力あるまち」を創造しま
す。 

 

 

基本目標 

○【企業立地数（累計）：30件】 ○【市内で新たに就職、就業した者の数（累計）：500人】 
 

数値目標 

●総合6次産業都市の実現 ●企業活動の活性化 ●新規産業の創出 ●産業人材育成・雇用環境の充実 
●商業の振興 ●農林水産業の振興 

具体的な 
政策 

●政策分野3 子育て世代に選ばれるまちづくり 

 子育て世代の核家族化や共働きの増加などの変化に対応して子育てに係るニーズは拡大かつ多様化する傾向
にあり、きめ細かな対応が求められています。本市では、子どもを産み育てやすい環境づくりのため、結婚、
妊娠、出産、育児の切れ目ない支援と地域で子育てを支える仕組みをつくります。 
 併せて、本市の地域特性を活かした特色のある教育の推進と平等な学習機会の提供、コミュニティと連携し
た学校運営などを行うことで、“社会を生き抜く力”を持った子どもの成長を支援することにより子育て世代
に選ばれるまちづくりを進めます。 
 

 
○【合計特殊出生率：1.82】 
 
●子どもを産み育てる環境の充実 ●学校教育の充実 
 

基本目標 

数値目標 

具体的な 
政策 

●政策分野2 西条ブランドを活用した魅力あるまちづくり 

 本市は、市内に点在する地域資源の魅力を、有機的連鎖により最大限に高め、市民一人一人の本市に対する
誇りや愛着心の醸成を図ることに加え、民間や近隣自治体との連携も図り、観光分野をはじめ、様々な面から
国内外に情報発信し、西条ブランドの更なる向上を図るとともに、人々の来訪意欲を喚起し、実際に来訪して
いただいた人が好印象を抱くような「おもてなし」が行き届いた「魅力あるまちづくり」を進めます。 
 また、本市へのひとの流れを作り出すとともに、受け入れ体制の整備を行い、魅力を感じていただくことで、
将来的な移住・定住につなげていきます。 
 

 

基本目標 

●観光産業の創出 ●西条の価値や魅力の向上・発信 ●環境資源を活かした地域づくり 
●移住・交流施策の推進 

具体的な 
政策 

○【地域ブランド調査ランキング（魅力度・認知度）：200位上昇させる】 
○【観光入込客数：3,777,000人】 
 

数値目標 

●政策分野4 安全・安心で暮らしやすいまちづくり 

 市民一人一人が健康で生きがいを持ち、地域で支えあいの輪を広げ、安全に安心して暮らせるまちをつくる
ため、行政・市民・自治会・ＮＰＯ法人・企業など多様な主体が様々な分野で連携し、地域ぐるみで支えあい
や健康づくり、防災対策などをすすめるとともに、誰もが利用できる地域公共交通の構築を図ります。 
 また、高齢化の進展やグローバル化など時代の変化への対応が求められるなか、大学など研究機関との交
流・連携を深め地域活性化を図るとともに、諸外国の人々との相互理解を深める取組などから市民の国際理解
や国際感覚の醸成を図り、より一層の文化・産業・経済の発展を目指します。 
 

 

基本目標 

●地域福祉の充実 ●健康づくりの推進 ●医療体制の充実 ●防災・減災対策の強化 
●協働のまちづくりの推進 ●時代の変化に対応した地域づくり 

数値目標 ○【西条市が住みやすい・西条市に住み続けたいと感じる市民の割合：5％上昇させる】 

具体的な 
政策 4 



●政策分野1 産業振興による活力あるまちづくり 

基 本 目 標 

 本市に人を呼び込み、地域活力の創出を図るためには、安定した雇用形態と収入といった、
「経済的基盤の確保」が不可欠であり、若者の地域への定着を図るためにも、魅力ある「し
ごと」づくりが重要となります。  
 そこで、民間や近隣自治体との連携も図り、様々な角度から産業振興による新たな雇用を
創出し、市外からの新たな人の流れを生み出すことで、「しごと」と「ひと」の好循環を作
り出し、持続可能な「まち」の活性化を図っていくものとして、子どもや若者が明るい未来
を描き希望に満ち溢れた「活力あるまち」を創造します。 

数 値 目 標 
○【企業立地数（累計）：30件】  
○【市内で新たに就職、就業した者の数（累計）：500人】 

具体的な施策 
●総合6次産業都市の実現 ●企業活動の活性化 ●新規産業の創出 ●産業人材育成・雇
用環境の充実 ●商業の振興 ●農林水産業の振興 
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 大学など高等教育機関との連携のもと、産学官連携の推進による「しごとの創生」、人材育
成を通じた「ひとの創生」に取り組み、ひいては持続可能な地域社会となる「まちの創生」の
実現をめざす中核拠点となります。 

西条市 
地域創生センター 

 

平成28年4月開館 

高等教育機関 
 

愛媛大学など 

産学官金連携 
イノベーション創出 

西条市 

産学官金連携による産業創出 
総合６次産業の推進 
ものづくり企業の課題解決 
各種共同研究の推進 

大学院生・大学生のフィールドワーク実施 
大学院修士課程の創設 
人材育成セミナーの開催 
研究シーズの提供 

研究活動支援、実習フィールドの提供 
行政課題の抽出 
共同研究の実施 
学生に対する講座提供 

連携 

高大連携教育の推進 
地域フィールドワークの推進 
インターンシップ活動の推進 
地域に対する専門人材の供給 

  西条市地域創生センターの開設 

西条市地域創生センター 
（平成28年4月開館） 

愛媛大学と連携した 
植物工場人材育成セミナー 

同
居 

同
居 

魅力ある 
教育機会の提供 

連携 

①総合6次産業都市の実現 
(3)総合6次産業都市を支える産業人材育成機能の確立 
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愛媛大学地域協働センター西条 
平成28年7月開設 
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    ① 西条市政策情報交換会 
 

 連携協定を締結する高等教育研究機関、産業支援機関、 
金融機関などを招聘し、地域創生のまちづくりを目指す 
ために必要となる政策情報の交換会を実施すると共に、 
事業者などを対象にマッチング機会を創出する。 

事業活動等の活性化（産学官連携によるイノベーション創出） 

平成28年度 西条市地域創生センター関係事業 全体概要 

連
携
構
築
・
協
定
締
結 

 

地域創生イノベーション創出研究支援補助金 
 

 産学官が連携体制を確立して共同研究を推進すること
で、市内企業の事業活動活性化及び地域課題の解決促進
を図る事業を支援する。 
 

【事  例】市内JA・大学・西条市が作物収量の増加を目的  
      とした土壌分析調査を実施 
 

【補助金額】1年目60万円上限、2年目40万円上限（定額） 
 

【補助期間】最長２年 
 

② 西条市アカデミック・アドバイザー制度の導入 
 

 西条市が連携協定を締結する大学など高等教育機関を中心に、学術的に高度な知見を有する研究者の方々をアカデミック・
アドバイザーとして任命。これまで継続して西条市の発展にご尽力いただいてきた方々に、その知見をもって市の地域創生の
まちづくりや産学官連携推進にご協力いただくことを目的として、西条市と研究者との連携関係の可視化を図る。 

実践的高大連携教育カリキュラム構築支援補助金 
 

 大学など高等教育機関と市内高校が連携し、市内高
校における単位化に繋がる教育ｶﾘｷｭﾗﾑの確立を目標と
する事業を支援する。 
 

【補助金額】５０万円上限（定額） 
 

【補助期間】最長３年 

 

地域調査研究(フィールドワーク)事業支援補助金 
 

 大学など高等教育機関が市内で短期的なフィールド
ワークなどの研究活動を行い、市民を対象に研究活動
成果をＰＲしようとする事業を支援する。 
 

【補助金額】２５万円上限（定額） 
 

【補助期間】最長２年 

地域で中心的な役割を担う人材の育成 

実
例
・
成
果
創
出 

連携協定締結先及びアカデミック・アドバイザー関係の案件創出を優先的に実施 

③ 地域創生のまちづくり実現に 
向けた基本協定の導入 

 

 地域創生のまちづくり実現を図るため
の連携体制を構築し、個々の企業・団体
と具体的かつ実効的な行動計画を立案す
ることを目的とする。 
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国内市場開拓 

・大規模展示商談会への出展支援 

  愛媛県、新居浜市と連携し、都市部（東京・大阪）で開催される大規模展示商談会 
 でのブースを確保し、オール愛媛による広域的且つ効果的な支援体制により数多くの 
 商談機会の創出を図ります。 
 

 
 
 
 
 
 
・地場産品の販路拡大 

  国内販路拡大を目的とした展示商談会に出展します。 

・中核大手企業とのマッチング強化 

  新居浜市と連携し、地域経済や雇用、実需の根幹を担う中核大手企業との技術マッチングを推進するため、 
 中核大手企業の工場現場において、製品・技術等をPRする展示会を開催します。 

 
 
 
 
 
 

 

 新たな事業展開や国内外での市場開拓等に積極的に取り組み、競争力を高め、事業の活性化と雇用
の維持・創出を図ろうとする意欲的な中小企業を重点的に支援することで、地域経済の成長を牽引す
る存在となり得る「中核的企業」への成長を促し、地域産業の「稼ぐ力」強化による新規雇用の創出
と地域経済活性化を目指します。 

  国内・海外市場開拓支援事業 
 

②企業活動の活性化 
(2)中小企業などものづくり産業の支援 

出展商談会 参加企業数 結果等 

機械要素技術展（東京） ８社（市内２社） 大手機械メーカーなど79件の引き合い等 

関西機械要素技術展（大阪） ８社（市内３社） 大手機械メーカーなど60件の引き合い等 

ネプコンジャパン（東京） ８社（市内３社） 大手企業など60件の引き合い等 
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海外市場開拓 
・海外展開支援 
 経済成長が顕著であり、市場の潜在性が期待されるベトナムにおいて、本市がより幅広い交流を推進しようとする中、首都ハノイに
ビジネスサポートデスクを設置し、ものづくり中小企業による同国でのビジネス展開を支援するとともに、ベトナム現地企業及び日系
企業等とのビジネスマッチング商談会を開催します。 
 ベトナムと本市は、（独）国際協力機構の「草の根技術協力事業」（H23～H25）や（独）日本貿易振興機構の「地域間産業交流支
援事業」（H26）等の実施を通じて、幅広い交流関係があり、一方、輸送用機械・電機機械等の産業集積が進むとともに、インフラ整
備に伴う各種需要の増大が見込まれ、製造業の進出先として注目されており、市内中小企業からの事業展開先としてのニーズも高いこ
とから、同国をターゲットとするものです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベトナム･ハノイにてビジ
ネス商談会を開催。市内
企業6社が参加し、現地企
業延べ48社と個別商談を
行った。引き合い等10件。 

  国内・海外市場開拓支援事業 
 

②企業活動の活性化 
(2)中小企業などものづくり産業の支援 
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サポートデスクの様子 

ビジネス商談会 



人材マッチング西条市・新居浜市合同企業説明会開催事業 
   「新居浜・西条 就活地方祭 開催事業」 
 
○開催日程 平成28年5月1日（日） 
○開催場所 ひめぎんホール 
○対 象 者  平成２9年３月大学等卒業予定者ならびに 
      一般求職者（Ｕ・Ｉ・Jターン希望者含む） 
○参加企業 ４２社（新居浜市内２３社／西条市内１９社） 
○参加者数 135名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参加企業ごとにブースを設け、大卒予定者等参加者に対して個別に企業 
 説明を実施 

 
※平成27年度は西条市単独で松山市内にて開催 
 

 地域で育った人材が、その能力を地域で存分に発揮できるよう、地元企業とのマッチングを積極的
に行い、雇用機会の拡大や就労の定着化を図るとともに、次世代人材（学生層）や障害者、ニー
ト・フリーターなどの雇用促進と、都心部などからの移住希望者の定住促進を目的として、地元企
業への求人開拓活動などによる就労の場の創出を図ります。 

  雇用促進対策事業 
 

④産業人材育成・雇用環境の充実 
(2)就労機会の拡充 
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高校生対象就職フェア（合同企業説明会）開催事業 

 ○合同企業説明会の開催（2年生対象の会／3年生対象の会の2回） 
 ○就職相談会、面接セミナー等の開催 

 実 績 
 

 【高校3年生対象の会】     【高校2年生対象の会】 

 
 
                          
 
  
 
 
 

  雇用促進対策事業 
 

④産業人材育成・雇用環境の充実 
(2)就労機会の拡充 

参加企業ごとにブースを設け、参加高校生に対して 
個別に企業説明を実施 

障がい者合同就職面接会開催事業 

障がい者を対象とした「就職（雇用）直結型」のマッチング事業 
 ○合同面接会の開催 
 ○就職相談会、面接セミナー等の開催 

 実 績 
 

 

 
 
                          
 
  
 

年度 
参加 
企業数 

参加 
生徒数 

25年度 19社 130人 

26年度 19社 92人 

27年度 23社 132人 

28年度 26社 139人 

年度 
参加 
企業数 

参加 
生徒数 

25年度 19社 127人 

26年度 23社 131人 

27年度 26社 192人 

※今年度は平成29年2月開催予定 

年度 
参加 
企業数 

来場者数 
就職 

決定者数 

26年度 12社 39人 1人 

27年度 14社 32人 3人 

※今年度は10月開催予定 
参加企業ごとにブースを設け、事前に申込を行った障
がい者に対して個別に面接を実施 
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人材発掘支援 

・高校生アグリビジネススクール 

 将来の西条市の農業を担う若い世代の人材に対し、西条市の農業と自分自身の 
将来像に対してより深い興味関心を抱いていただくことを目的に、先進的な技術 
や農業経営にふれる機会を提供しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  新規就農者確保対策事業 
 

⑥農林水産業の振興 
(2)多様な担い手の育成 
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 実 績 

 ※今年度は平成29年１月開催予定 

WINTERスクール（高校1、2年生対象） SUMMERスクール（高校3年生対象）  

 農業の現状や農業に携わる方々の取り組みについて、ゲ
スト講師による特別セッションや生産現場での農作業実習、
地域農業に関するグループディスカッションなどを実施 

 本市農業における生産力の維持・発展を図るため、認定農業者、集落営農、認定新規就農者など地域農業
を支える多様な担い手の確保・育成を図ります。 

 将来就農を考える高校3年生を対象に、今後の目標設定を明確
にし、就農意欲向上に加え、経営感覚を持った農業経営を学ぶ
ことを目的に自らの就農計画作成プログラムを実施 



  新規就農者確保対策事業 
 

⑥農林水産業の振興 
(2)多様な担い手の育成 
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就農支援 

・青年就農給付金（経営開始型） 

 ○経営が不安定な就農５年以内の農家を支援。（年間最大150万円を給付） 

  4年間（H24～H27年度）で52名（内夫婦4組）を承認、給付。 

・新規就農者拡大促進事業 

 ○青年就農給付金の受給者等を対象に、JAがリースする農業用施設・機械等の 

  導入費用に対して助成。 

  3年間（H24～H27年度）で、延べ19名利用。 

  ハウス、トラクター、管理機等導入費用を助成。 

・園芸施設整備支援（西条市頑張る農家支援事業） 

 ○JAがリースする雨よけハウスやヒートポンプ等の導入費用に対し、事業費の 

  3分の１以内の額（上限30万円）を補助。 

青年農業者の活動支援 

・西条市青年農業者協議会 

 ○地域農業の振興・活性化を担う中核組織として取り組む農業経営や農家生活の改善・向上等に資する諸活動に対し助成。 

  会員数48名（平成28年7月現在） 

 

 ○主な活動内容 

 ・市内各種イベントへの参加 

  （多肉植物の寄植え体験、焼き芋販売等） 

 ・会員相互の圃場視察研修、先進地視察の実施等 



基 本 目 標 

 本市は、市内に点在する地域資源の魅力を、有機的連鎖により最大限に高め、市民一人一
人の本市に対する誇りや愛着心の醸成を図ることに加え、民間や近隣自治体との連携も図り、
観光分野をはじめ、様々な面から国内外に情報発信し、西条ブランドの更なる向上を図ると
ともに、人々の来訪意欲を喚起し、実際に来訪していただいた人が好印象を抱くような「お
もてなし」が行き届いた「魅力あるまちづくり」を進めます。 
 また、本市へのひとの流れを作り出すとともに、受け入れ体制の整備を行い、魅力を感じ
ていただくことで、将来的な移住・定住につなげていきます。 

数 値 目 標 
○【地域ブランド調査ランキング（魅力度・認知度）：200位上昇させる】 
○【観光入込客数：3,777,000人】 

具体的な施策 
●観光産業の創出 ●西条の価値や魅力の向上・発信 ●環境資源を活かした地域づくり 
●移住・交流施策の推進 

●政策分野2 西条ブランドを活用した魅力あるまちづくり 
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 当市の観光資源の素晴らしさ、気候・景観に恵まれた風土を積極的にPRし、誘客促
進・観光振興を図り、観光客の集客増につなげるとともに、市民の郷土愛を育みます。 

  サイクリング大会開催事業 ①観光産業の創出 
(2)魅力ある観光ルートの確立と情報発信 

いしづち山麓ＳＷＥＥＴライド2015  平成27年11月22日（日） 
当日出走者 ファミリーコース：39名 ロングコース：237名 計276名 
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  サイクリング大会開催事業 ①観光産業の創出 
(2)魅力ある観光ルートの確立と情報発信 

西条ならではの「水都（SWEET）」、「果物や菓子
（SWEET）」を前面に打ち出したサイクリングイベン
トを実施し、市外県外に「西条＝SWEET」のイメージ
をＰＲしました。 
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 石鎚国定公園は、平成27年に指定から60周年の節目を迎えたことから、守り継がれてきた
石鎚の自然の特徴や魅力に触れられる体験型イベントを開催し、県内外からの誘客促進を図り、
石鎚の魅力発信を行いました。 

  石鎚山魅力発信事業 ①観光産業の創出 
(2)魅力ある観光ルートの確立と情報発信 

癒しのコンサート 句会ライブ 

山ヨガ教室 フードコーナー 

「山フェス2015」 
平成27年10月25日（日） 
場所：石鎚ピクニック園地  
来場者数：約900名 
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 県、観光協会、生産者団体、販売事業者等の協力のもと、大都市圏をはじめ、市内外
におけるＰＲ販売イベントを企画・開催し、全国発信を図ります。 

  物産販売推進事業 ②西条の価値や魅力の向上・発信 
(1)西条ブランドの構築・推進 

JR新宿駅西口広場 H27.11 
「西条市」物産・観光フェア 
 ～石鎚山ふもとのまち～ 

イベント・物産展出展件数【平成27年度】 
・大都市圏 
  東京  ５回（JR新宿駅西口西条市フェア他） 
  大阪  ３回（愛媛県大阪事務所西条市フェア他） 
  名古屋 １回（桜通りカフェ） 
・四国内  １回（四国の祭り） 
・県内   ６回 
・市内   ５回 

愛媛県大阪事務所 H27.7 
「西条市フェア」 
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イベント・物産展出展件数【平成28年度予定】 
・大都市圏 
  東京  ４回（JR新宿駅西口西条市フェア他） 
  大阪  ３回（愛媛県大阪事務所西条市フェア他） 
・海外   １回（台湾愛媛フェア） 
・四国内  １回（四国の祭り） 
・県内   ８回 
・市内   ９回 

西条市観光物産協会設立！ 

 本年４月、本市の観光振興を担う
民間における中核的団体として、市
内の観光や物産事業者約350名を会
員とする一般社団法人「西条市観光
物産協会」が設立発足しました。 
 観光ＰＲや物産販売の充実をはじ
め、今後の新たな西条市の魅力発信
と観光産業の振興が大きく期待され
ています。 

台湾・台中市 H28.7 
「台湾愛媛フェア」 



 「千の風になって」ゆかりのまち西条市が、歌に因んだ新たな魅力創出のため、亡き
大切な人への想いを綴る「千の風になったあなたへ贈る手紙」を募集し、多くの人々に
生きる勇気や希望を届けられるよう全国へ発信します。 

  「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集事業 ②西条の価値や魅力の向上・発信 
(2)魅力の発信やＰＲ 

「千の風物語」第3章 キックオフミーティング  

平成28年3月1日から6月30日にかけ
て募集していました「千の風になったあ
なたへ贈る手紙」募集事業に、全国47
都道府県および海外から1,445通もの
手紙をお寄せいただきました。 

西条北中合唱部によるオープニング合唱 演劇での作品紹介 

座談会にて手紙募集のＰＲ 

市民選考（1次選考）説明会 新井満さんに署名とアンケートを手渡し 
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○愛媛県外から移住した方が、居
住を目的として、空き家バンクを
通じて購入・賃借した空き家を改
修する費用等について、費用の３
分の２を補助します。 

補助上限額 
・子育て世帯：400万円 
・働き手世帯：200万円 

 市内の空き家の有効活用と、移住・定住の推進を目的とした「空き家バンク」制度の
創設や各種移住相談の実施、移住者向けの住宅改修に対する助成など、移住・定住施策
を推進しています。 

  移住促進事業（空き家バンクなど） ④移住・交流施策の推進 
(3)移住・定住施策の推進 

売却または賃貸を希望する所有者などからの申請により登録された空き家
情報を、市のホームページに掲載し、利用を希望する人に対して提供する
仕組みです。 

空き家バンクの概要 

【ホームページ掲載状況】 愛あるえひめ暮らしフェア（東京） 

移住相談等の実施 移住者住宅改修支援事業費補助金 
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基 本 目 標 

 子育て世代の核家族化や共働きの増加などの変化に対応して子育てに係るニーズは拡大か
つ多様化する傾向にあり、きめ細かな対応が求められています。本市では、子どもを産み育
てやすい環境づくりのため、結婚、妊娠、出産、育児の切れ目ない支援と地域で子育てを支
える仕組みをつくります。 
 併せて、本市の地域特性を活かした特色のある教育の推進と平等な学習機会の提供、コ
ミュニティと連携した学校運営などを行うことで、“社会を生き抜く力”を持った子どもの
成長を支援することにより子育て世代に選ばれるまちづくりを進めます。 

数 値 目 標 ○【合計特殊出生率：1.82】 

具体的な施策 ●子どもを産み育てる環境の充実 ●学校教育の充実 

●政策分野3 子育て世代に選ばれるまちづくり 
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 仕事などで昼間に保護者がいない家庭の児童を対象に、家庭的な温かい雰囲気の中で、
遊びや集団生活を通して児童の健全育成を図ることを目的に放課後児童クラブを実施し
ています。 

  放課後児童健全育成事業 ①子どもを産み育てる環境の充実 
(1)保育サービス・児童の健全育成の充実 

田滝小学校と徳田小学校の教室 
をつないで行われた合同授業 

放課後児童クラブ 

 

保護者が就労等により、昼間家庭にいない、小学校に通う児童 
（1年生～6年生） 

 

学校授業日             放課後～18：00 
学校休業日（土曜日、長期休暇等） 7：30～18：00 
 

日曜日、祝日、年末年始など     25クラブ 

対 象 
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実施時間 

休所日 

 放課後や週末等に小学校の空き 
教室や公民館で地域ボランティア 
の方々にご協力いただき、学習や 
スポーツ、文化活動を行っていま 
す。 
 対象学年、活動内容、回数は、 
教室によって異なります。 
 
 
          19教室 

放課後子ども教室 

平成27年度登録者数：1,502人 

クラブ数 

教室数 



 中学校を卒業するまで、入院・通院ともに医療費を無料化することにより、子育て世
代の負担を軽減し、子育て環境の充実や子どもの保健・福祉の増進を図ります。 

  小中学生通院医療費助成事業 ①子どもを産み育てる環境の充実 
(4)医療の充実 

田滝小学校と徳田小学校の教室 
をつないで行われた合同授業 

子ども医療費助成 

子どもが病気やけがで医療機関にかかった場合、保険診療での自己負担
分に限り医療費の助成が受けられます。 

●就学前医療費助成 
 
 
 西条市在住で、医療保険に加入している乳幼児（0歳～小学校入学前） 

●小・中学校歯科外来医療費助成 

●小・中学校入院医療費助成 

●小・中学生通院医療費助成（平成28年10月受診分から） 
 

 西条市在住で、医療保険に加入している小・中学生 

対 象 

対 象 

妊娠期からの切れ目ない子育て支援を推進するため、
「すくすくファイリングブック」を作成し、妊娠届の
提出のあった方などに配付しています。 
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 市内全ての小・中学校へ電子黒板の整備やＩＣＴ支援員の設置等を行い、学習課題に
対する児童・生徒の興味や関心を高め、自ら学習しようとする意識を醸成し、確かな学
力の向上を図ります。 

  ＩＣＴ教育推進事業 ②学校教育の充実 
(1)教育環境の整備・充実 

田滝小学校と徳田小学校の教室 
をつないで行われた合同授業 

電子黒板に表示されたストリートビュー
で説明する児童 

西条市におけるＩＣＴ教育の取組 

● 市内全ての小・中学校の普通教室等に大型の電子黒板等を設置し、より分かりやすく質の高い授業を行います。 

● 校務支援システムを導入し、校務の効率化を図ることで、子どもたちと向き合う時間の確保に努めます。 

● ＩＣＴ支援員を巡回配置し、先生らの利活用を総合的にサポートします。 

電子黒板 ＩＣＴ支援員 校務支援システム 

子どもたちが発表した内容が電子黒板に
書きこまれていきます 
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 ウイングサポートセンターなどにより、成長・発達に不安のある子どもが、自立し、
地域で豊かに生きていくことができるために必要な支援の充実を図ります。 

  特別支援教育推進事業 ②学校教育の充実 
(3)「ともにつくり、みんなが育つ学校」の創造 

田滝小学校と徳田小学校の教室 
をつないで行われた合同授業 

西条市ウイングサポートセンター 

 「自立し、心豊かにたくましく生きる西条っ子」の育成を目的に、特別な支援を要する子どもたちが、必要な支援を得ながら自立
し、地域において豊かに生きていくことができるように活動する施設として、市内2箇所に「ウイングサポートセンター」を開設し
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【東部ウイングサポートセンター】  【西部ウイングサポートセンター】 

にほんご指導教室  

 外国籍や帰国子女等で日本語の指導が必要 

な児童・生徒に対し、日本の文化や学校生活 

に早くなじみ、自らが主体的に学校生活を送 

るために必要な教育および支援を行うことを 

目的とし、西条市にほんご指導教室を開設し 

ました。      ※平成28年4月開設 

25 

市立保育所・小中学校等支援員配置事業  

 支援が必要な幼児・児童等が保育所、幼稚園、

学校などそれぞれの場で、安全に支障なく過ご

せるよう支援員を配置し、適切なサポートを行

うことにより、生活や学習上の困難の改善を図

ります。 

 



基 本 目 標 

 市民一人一人が健康で生きがいを持ち、地域で支えあいの輪を広げ、安全に安心して暮ら
せるまちをつくるため、行政・市民・自治会・ＮＰＯ法人・企業など多様な主体が様々な分
野で連携し、地域ぐるみで支えあいや健康づくり、防災対策などをすすめるとともに、誰も
が利用できる地域公共交通の構築を図ります。 
 また、高齢化の進展やグローバル化など時代の変化への対応が求められるなか、大学など
研究機関との交流・連携を深め地域活性化を図るとともに、諸外国の人々との相互理解を深
める取組などから市民の国際理解や国際感覚の醸成を図り、より一層の文化・産業・経済の
発展を目指します。 

数 値 目 標 ○【西条市が住みやすい・西条市に住み続けたいと感じる市民の割合：5％上昇させる】 

具体的な施策 
●地域福祉の充実 ●健康づくりの推進 ●医療体制の充実 ●防災・減災対策の強化 
●協働のまちづくりの推進 ●時代の変化に対応した地域づくり 

●政策分野4 安全・安心で暮らしやすいまちづくり 
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 高齢者の皆さんの通院やお買い物などの外出を支援するために平成25年度から実施し
ている「いきいきバス」の内容を発展的に見直し、対象路線を市内を運行する全てのバ
ス路線に拡大しました。 

  高齢者路線バス利用助成事業 ①地域福祉の充実 
(1)高齢者の生きがいづくりの支援 

「いきいきバス」の利用対象者 
 ○西条市内に住所を有する満75歳以上の方 

「いきいきバス」の利用時に必要なもの 
 ○市が発行する「利用者証」と「乗車券」の両方 

「利用者証」と「乗車券」の入手方法 
 ○利用者証 対象者全員に配布します。 
 ○乗車券 次の販売窓口で販売中：西条市役所、各総合支所、 
 出張所、各公民館（中央公民館は除く） 
 ○販売額：1,000円（額面3,000円） 
 ※購入の際に「利用者証」の提示が必要です。 

「いきいきバス」の利用対象路線 
 ○市内を運行する全ての路線バス。ただし、市内で乗車して 
 市内で降車する場合に限ります。 
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防災訓練  

 防災関係機関、自主防災組織（自治会）、その他関係機関等が連携

し、東日本大震災の教訓を踏まえ、市民の迅速な避難の徹底と災害発

生時の対応能力の向上を図るとともに、自主防災組織の結成促進及び

育成強化を図ることを目的として、南海トラフ巨大地震を想定した市

民参加型の実践的な防災訓練を年2回東西消防署管内別に実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

 地域における防災力の向上を図るため、自主防災組織の結成を積極的に支援するとと
もに、防災知識の普及や防災訓練の実施を促進し、組織の強化を図ります。また、防災
士の育成については、特に男女共同参画の観点から女性防災士の養成を図ります。 

  地域防災力向上支援事業 ④防災・減災対策の強化 
(3)地域防災力の強化 
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自主防災組織  

 自主防災組織とは、住民が地域ごとに団結して、まちぐるみで防災

活動をおこなうものです。現在、西条市では、地域防災力向上のため、

自主防災組織の結成を推進しています。 

組織数：303組織 

結成率：86.3％ 

（平成28年4月1日現在） 

各地域の訓練実施（予定）図 

防災訓練のようす 

防災士の育成  

  「防災+西条+女子」通称「ぼうさいじょ」 

 平成27年9月12日に西条市防災士 

連絡協議会「女性部」が設立されま 

した。 
「私たちの女子力で地域を守ろう！」 
を合言葉に、女性ならではの視点を活 
かした防災士活動に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふるさとＣＭ大賞えひめ」に自主制作した防災啓発ＣＭを出品     
    特別賞「主演女優賞」受賞！ 

設立当初５４名だっ 
た女性防災士が、現 
在は、９３名に増え 
活発に活動していま 
す。 

西条市の防災士 
（H28.4.1現在） 

837名 

 



 NPO法人、ボランティア団体、地縁組織（自治会など）および個人が行う公益的な活
動や企業の社会貢献活動などを広く支援します。また、市外の個人や団体についても活
動の内容によって支援の対象となります。 

  市民活動支援センターの開設 ⑤協働のまちづくりの推進 
(3)市民活動団体のネットワーク化の促進 

業務の内容 
○市民活動に関する相談およびコーディネート  
○市民活動に関する情報の収集および発信  
○市民活動に関する研修、講座などの実施  
○市民活動を主たる目的とした団体（市民活動団体）の交流促進 
 およびネットワーク化  
○市民活動団体に対する活動場所および資機材の提供  など 

つながるカフェ 
テーマ：「『ぼうさいじょ』と一緒に考えよう！」 

平成28年1月17日（日） 開所式 
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 市民生活に寄り添った公共交通体系の実現を図るため、山間部や市街地等で実情に見
合ったバス路線の見直しをはじめとする、公共交通網の再構築を図ります。 

  地域公共交通活性化対策事業 ⑥時代の変化に対応した地域づくり 
(4)持続可能な地域公共交通の構築 

市民生活の利便性向上をめざし、せとうちバスの「加茂線」「西之川線」とせとうち周桑バス
の「三芳線」「楠窪線」のルートなどが平成28年4月20日（水）から改正されました。 

加茂、楠窪両地区において、デマン
ド型乗り合いタクシーを実証的に運
行しています。 

バス路線の見直し よりそいタクシーの運行 

30 



  西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価指標一覧表 
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政策分野 項目（指標）
平成27年度
実績

備考

１．産業振興による活力あるまち
づくり

基本目標 企業立地数（累計） 4件

市内で新たに就職、就業した者の数（累計） 123人

①　総合６次産業都市の実現 （１）加工・貯蔵・流通機能の確立 農産物加工工場の年間販売金額 ―（H26） → 11億円 0.9億円

地域資源貯蔵・流通施設取扱量 ―（H26） → 10,000ｔ 320t

（２）安定的な農産物供給機能の
確立

取組に参画して拡大した施設栽培面積 ―（H26） → 12ha 0ha

（３）総合６次産業都市を支える
産業人材育成機能の確立

高度専門人材育成プログラム受講者数（累計） 0人

総合６次産業に関連して本市を訪れる研究者・学生の人数（累計） 106人

②　企業活動の活性化 （１）企業誘致・留置の促進 企業立地奨励措置に基づく設備投資額（累計） 117億円

（２）中小企業などのものづくり産
業の支援

新事業、販路開拓、共同研究などに対する補助件数（累計） 42件

市内ものづくり企業と市内外企業などとのマッチング件数（累計） 50件

次世代人材育成プログラムへの参加児童数（累計） 185人

③　新規産業の創出
（１）新事業の創出と起業家の育
成

創業支援による創業実現数（累計） 22件

（２）産学官金連携・農商工連携
の推進

地域資源を活用した新規産業への事業展開支援数（累計） 2件

④　産業人材育成・雇用環境の
充実

（１）産業人材の育成 起業家教育・キャリア教育プログラム受講者数（累計） 410人

（２）就労機会の拡充 就業機会創出事業参加者数（累計） 379人

（３）労働環境の充実 地域労働者の福祉向上を目的とした融資制度利用件数（累計） 3件

⑤　商業の振興 （１）中心市街地の活性化 商店街空き店舗率 33.1%（H26） → 33.0% 32.1%

商店街空き店舗への新規出店件数（累計） 4件

（２）地域商業の活性化 市内小売業の年間商品販売額 99,210百万円（H26） → 100,000百万円 ―
「商業統計」による
次回公表は平成31年の予定

⑥　農林水産業の振興 （１）農業生産基盤の確立 戦略作物の年間栽培面積 1,154.3ha（H26） → 1,250.0ha 1,264.8ha

基盤整備率 31.4%（H26） → 36.1% 31.4%

（２）多様な担い手の育成 新規就農者数（累計） 15人

担い手への農地集積率 35.1%（H26） → 40.0% 39.7%

（３）マーケットインの発想に基づ
く農家所得の向上

加工用野菜の年間延べ栽培面積 29ha（H26） → 100ha 45ha

農家所得向上に向けた講習会など受講者数（累計） 140人

（４）農業の持つ多面的機能の維
持・発展

多面的機能維持直接支払対象面積 2,969ha（H26） → 3,500ha 3,440ha

（５）地産地消や食育の推進 農産物直売所来場者数 1,405,001人（H26） → 1,420,000人 1,459,416人

（６）林業経営の安定化 民有林素材生産量 12,838㎥/年（H26） → 20,000㎥/年 10,506㎥

ＣＬＴ製造業者 0社（H26） → 1社 0社

（７）水産業経営の安定化 一経営体当たりの漁獲高 7,696千円（H24） → 8,000千円 6,887千円（H25）

種苗放流 76万尾（H26） → 80万尾 76万尾

対応する施策

10件（5年間）

30件（5年間）

500人（5年間）

36人（5年間）

480人（5年間）

400億円（5年間）

250件（5年間）

150件（5年間）

950人（5年間）

50件（5年間）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）
：目標年度H31

500人（5年間）

2,440人（5年間）

1,750人（5年間）

30件（5年間）

5件（5年間）

75人（5年間）



  西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価指標一覧表 

政策分野 項目（指標）
平成27年度
実績

備考

２．西条ブランドを活用した魅力
あるまちづくり

基本目標 地域ブランド調査におけるランキング
【魅力度】520位（H26）
【認知度】560位（H26）

→ 200位上昇させる
【魅力度】667位
【認知度】622位

観光入込客数 3,495,769人（H26） → 3,777,000人 3,415,853人

①　観光産業の創出 （１）観光推進体制・拠点の整備 四国鉄道文化館入館者数（累計） 57,461人

（２）魅力ある観光ルートの確立
と情報発信

サイクリング大会参加者数（累計） 276人

石鎚山登山者数 50,000人（H26） → 51,000人 60,000人

（３）受け入れ体制の充実とおも
てなしの向上

バスツアー誘致件数（累計） 109件

新規案内人（ガイド）数（累計） 0人

②　西条の価値や魅力の向上・
発信

（１）西条ブランドの構築・推進 大都市圏イベント・物産展出展件数（累計） 8件

地域資源を活用した商品開発数（累計） 3件

愛あるブランド認定数（累計） 1件

（２）魅力の発信やPR ホームページアクセス数 803,157件（H26） → 1,000,000件 1,008,401件

フェイスブックアクセス数 653,450件（H26） → 890,000件 1,694,499件

③　環境資源を活かした地域づく
り

（１）地域の環境資源の活用の推
進

石鎚山登山者数【再掲】 50,000人（H26） → 51,000人 60,000人

（２）環境負荷の少ない地域社会
の形成

新エネルギー等関連設備導入促進補助件数（累計） 161件

④　移住・交流施策の推進
（１）都市と農村の交流などの推
進

都市農山漁村交流施設滞在者数 1,435,162人（H26） → 1,500,000人 1,495,088人

（２）スポーツ交流人口の増加 合宿実施団体数 47団体（H26） → 50団体 51団体

（３）移住・定住施策の推進 空き家バンクを通じた移住件数（累計） ― 平成28年度から空き家バンク制度運用開始

対応する施策
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

：目標年度H31

5件（5年間）

750件（5年間）

280,000人（5年間）

2,100人（5年間）

500件（5年間）

15人（5年間）

35件（5年間）

40件（5年間）

15件（5年間）
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  西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価指標一覧表 

政策分野 項目（指標）
平成27年度
実績

備考

３．子育て世代に選ばれるまちづ
くり

基本目標 合計特殊出生率 1.72（H20～H24） → 1.82 ― 次回統計は、平成25年～平成29年

①　子どもを産み育てる環境の
充実

（１）保育サービス・児童の健全
育成の充実

延長保育 16カ所（H26） → 18カ所 17カ所

一時保育 5カ所（H26） → 8カ所 5カ所

地域子育て支援センター 6カ所（H26） → 10カ所 6カ所

放課後児童クラブ登録者数 1,567人（H26） → 1,614人 1,502人

（２）子育て支援体制の充実 ファミリー・サポート・センター延べ利用者数 1,132人（H26） → 3,242人 1,279人

（３）母子保健の充実 乳幼児健診受診率 95.83%（H26） → 100% 96.90%

こんにちは赤ちゃん事業の訪問率 84.13%（H26） → 100% 93.30%

５歳児のスムーズな就学に対する保護者の満足度 81.30%

（４）医療の充実 小中学生「こども医療費受給者証」交付率 68%（H26） → 100% 86.85%

（５）結婚に対する支援の充実 生涯未婚率
男性18.2%(Ｈ22)
女性8.2%(Ｈ22)

→ 3%減少させる ― 平成27年（2015）国勢調査数値確定後

②　学校教育の充実 （１）教育環境の整備・充実 教育用パソコン 6.9人/台（H26） → 3.6人/台 4.8人/台

電子黒板・実物投影機の整備率 11%（H26） → 100％
（1学級あたり1台）

71.42%

（２）「ともにつくり、みんなが育つ
学校」の創造

街頭指導（声掛け含む）件数 1,755回（H26） → 1,400回 1,299回

小・中学校ホームページの年間平均閲覧数 39,000回/校（H26） → 50,000回/校 43,000回/校

（３）知・徳・体のバランスの取れ
た子どもの育成

全国学力・学習状況調査平均正答率（総合）
小学校64.0％
中学校65.5％

（H26）
→

小学校67.0％
中学校70.5％

小学校62.4%
中学校59.7%

体力テスト結果（総合判定）

小学5年男子：
53.63点

小学5年女子：
55.00点

中学2年男子：
42.29点

中学2年女子：
51.66点
（H26）

→

小学5年男子：
55.50点

小学5年女子：
57.50点

中学2年男子：
42.50点

中学2年女子：
52.00点

小学5年男子：
53.61点

小学5年女子：
56.07点

中学2年男子：
42.24点

中学2年女子：
50.52点

避難訓練年間実施回数 3回/校（H26） → 10回/校 4.3回/校

対応する施策
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

：目標年度H31

80%（H31）
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  西条市まち・ひと・しごと創生総合戦略評価指標一覧表 

政策分野 項目（指標）
平成27年度
実績

備考

４．安全・安心で暮らしやすいま
ちづくり

基本目標 西条市が住みやすいと感じる市民の割合 81.8%（H25） → 5%上昇させる ― 平成31年度に市民アンケート実施予定

西条市に住み続けたいと感じる市民の割合 79.7%（H25） → 5%上昇させる ― 平成31年度に市民アンケート実施予定

①　地域福祉の充実
（１）高齢者の生きがいづくりの支
援

老人クラブの加入率 21.0%（H26） → 25.0％ 20.3%

日常生活支援事業の延べ受給者数 4,476人（H26） → 5,000人 4,479人

（２）介護予防の推進 介護予防事業の延べ参加者数 3,409人（H26） → 4,500人 4,977人

家族介護支援事業の延べ受給者数 1,955人（H26） → 2,200人 1,924人

地域交流センターなど施設利用者数 142,171人（H26） → 155,000人 144,009人

（３）介護サービスの充実 要介護認定者数のうち居宅サービス利用割合 68.7%（H26） → 75.0%以上 67.2%

介護保険施設入所待機者数 354人（H26） → 300人以下 ― 平成28年度末に実績確定

（４）障害者（児）福祉の充実 障害福祉サービス延べ利用者数 18,567人（H26） → 26,200人 21,424人

②　健康づくりの推進 （１）市民の健康づくりの支援 健康相談延べ参加者数 4,281人（H26） → 5,000人 3,306人

健康教育延べ参加者数 8,962人（H26） → 13,000人 8,240人

各種がん検診の平均受診率 20.1%（H26） → 25.0% 20.0%

健康づくり推進員による運動などの自主活動に取り組む地区の数 2地区（H26） → 12地区 2地区

（２）スポーツ・レクリエーション活
動に親しめる環境整備

次世代育成支援スポーツ事業延べ参加者数 1,510人（H26） → 1,700人 1,260人

③　医療体制の充実 （１）医療保障の充実 特定健診受診率 34%（H26） → 60% ― 数値の確定は平成28年秋頃の予定

（２）地域医療体制の充実 医師確保奨学金利用件数（累計） 2件

④　防災・減災対策の強化 （１）防災体制の充実 総合防災訓練実施回数（累計） 2回

（２）市有施設の耐震化の促進 市有施設の耐震化率 83.65%（H26） → 100% 88.62%

（３）地域防災力の強化 自主防災組織の組織率 84.7%（H26） → 100% 86.3%

市が養成した防災士の人数（累計） 100人

⑤　協働のまちづくりの推進 （１）協働のまちづくりの推進 NPO法人数（累計） 3法人

（２）市民活動団体の育成・支援 ボランティア団体登録数（累計） 0団体

（３）市民活動団体のネットワーク
化の促進

西条市市民活動支援センター利用登録団体数（累計） 40団体

（４）地域コミュニティ活動の支援 自治会加入率 65.88%（H26） → 70.00% 65.19%

⑥　時代の変化に対応した地域
づくり

（１）大学など研究機関との交流・
連携の推進

大学・研究機関と連携実施したセミナーなどの受講者数（累計） 321人

（２）男女共同参画社会の推進 審議会などにおける女性委員の割合 22.7%（H26） → 30.0% 22.8%

「男女共同参画社会」という言葉を知っている市民の割合 61.7%（H26） → 80.0% ― 平成31年度にアンケート実施予定

（３）国際交流の推進 国際交流ボランティア登録者数（累計） ― 平成28年度から登録運用開始

（４）持続可能な地域公共交通の
構築

新交通体系などでの実証運行の開始 ―（H26） →
100％

（山間部4地域）
― 平成28年度からデマンドタクシー運行開始

対応する施策
重要業績評価指標（ＫＰＩ）

：目標年度H31

6件（5年間）

8法人（5年間）

10団体（5年間）

150人（5年間）

10回（5年間）

100人（5年間）

150団体（5年間）

2,000人（5年間）
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